
⽀援プログラム
チャイルドハート⼩郡

健康・⽣活

運動・感覚

法⼈理念

⽀援⽅針

５つの領域が
つながり

"できる"を育みます

⼈間関係・社会性

⾔語・コミュニケーション認知・⾏動

"⼦ども第⼀の精神で⽀援します"

"できるを育む"
⾃分に合った環境で楽しく挑戦する事で⾃⼰

決定や成功体験を積み⾃尊⼼を育みます。

他者とのつながりを⼤切にし、⾃⼰決定を促す

⽀援を⾏います。

集団活動や個別活動を通じて表現する⼒を深める⽀援を⾏いま

す。“ソーシャルスキルトレーニング”を⽤いてコミュニケーシ

ョンの基礎的能⼒の向上を⽀援します。

学校や保育園・幼稚園での⽣活が円滑にな

るよう⽣活リズムをサポートします。⾝辺

⾃⽴に向けた⽬標に添って⽀援します。

集団活動を通して適切な⾏動形成を⽀援します。

“コグトレ”を⽤いて、記憶・知覚・注意・⾔語理解・判

断・推論といった認知機能に対して⽀援を⾏います。

集団での活動や遊びの中で“ビジョントレーニ

ング”を取り⼊れます。集中⼒や⾝体を動かす

能⼒に対して⽀援を⾏います。

営業時間

 平⽇９:３０〜１８：３０

 学校休業⽇９：００〜１８：００

送迎あり



家庭や学校などでの⽣活に適応できるようになることだけでなく、将来社

会⽣活を送るようになった時を⾒越して、コミュニケーション能⼒を育て

ます。トレーニングで得たことを⽣活の中で使ってみる事が⼤切です。

視覚機能を⾼めるトレーニングを⾏うことで集中⼒や認知機能の向上が期

待できます。⽬で⾒た情報を正確に捉え、脳で適切に処理する能⼒を向上

させ、⽇常⽣活や学習、スポーツ等のパフォーマンス向上に役⽴ちます。

⾝体⾯、学習⾯、社会⾯の３つのトレーニングで構成されています。
� ⾝体⾯（不器⽤さの改善：⾃分の⾝体、物と⾃分の⾝体、⼈の⾝体と⾃分の⾝体）

� 学習⾯（基礎学⼒の⼟台づくり：記憶、⾔語理解、注意、知覚、推論・判断）�

 �社会⾯（対⼈スキルの向上：感情、対⼈マナー、危険予知、問題解決）

コグトレとは

ビジョン
トレーニングとは

ソーシャルスキル
トレーニングとは

チャイルドハート⼩郡



　　　　

令和６ 年 10 月 1 日

平日
学校休業日

９
９

時
３０
００

分から
１８
１８

時
３０
００

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節の工作、クッキング、夏の水遊び、ハロウィンイベント、クリスマス会、避難訓練、外出に関する活動（公園遊び、科学館、博物館、お花見）

家族支援
保護者の方がいつでも相談できる環境を整備します。
事業所での面談や、送迎時の面談を実施し、説明・相談・助言を行います。

移行支援
家族への情報提供や移行先での環境調整、相談などを行います。
関係機関と連携し、共通理解のもと個々に合わせた支援を行います。

地域支援・地域連携
学校送迎時や支援者会議等で関係機関と情報提供を行います。
地域の公園や施設を利用し、集団活動を行います。

職員の質の向上
虐待防止及び身体拘束に関する研修、事故防止に関する研修、感染症に関
する研修、災害に関する研修、安全計画に関する研修、発達支援に関する
研修、その他スキルアップ研修等

支　援　内　容

本
人
支
援

  個別の身辺自立に向けた月間目標を設定し、その目標に添って支援を行います。
 　・トイレ動作、衣類着脱や食事動作の獲得　　・生活習慣の形成や維持・改善、食育　　・構造化を用いての行動の切り替えの支援

　遊びを通して発達の土台を強固にする支援を行います。
　　・体操やリトミック、サーキット、公園遊びによる運動療育　　・視覚や聴覚、触覚を刺激するゲームやクイズ　　・創作活動を通した手先の運動

　集団活動での適切な行動形成を支援します。
　　・スケジュールの把握による時間感覚の認知形成　　・全身運動とブロック遊び等による空間把握の認知形成　　・天気、気温、日付の把握と確認による数や形の認知形成

　コミュニケーションの基礎的能力の向上を支援します。
　　・童謡や絵本の読み聞かせ等で様々な言語に触れる　　・言葉と物のマッチング　　・非言語(仕草や表情)での表出や場面の理解

　　他者との関りの形成を支援します。
　　・ごっこ遊びを通したコミュニケーション　　・集団への参加　　・ルールのある遊びを通しての決まりの理解

法人（事業所）理念 子ども第一の精神で支援します。

支援方針
“できる”を育む
　　自分にあった環境で楽しく挑戦する事で、自己決定や成功体験を積み自尊心を育みます。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 チャイルドハート小郡 支援プログラム（児童発達支援） 作成日
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運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 季節の工作、クッキング、夏の水遊び、ハロウィンイベント、クリスマス会、避難訓練、外出に関する活動（公園遊び、科学館、博物館、お花見）

（別添資料１）

家族支援
保護者の方がいつでも相談できる環境を整備します。
事業所での面談や、送迎時の面談を実施し、説明・相談・助言を行います。

移行支援
家族への情報提供や移行先での環境調整、相談などを行います。
関係機関と連携し、共通理解のもと個々に合わせた支援を行います。

地域支援・地域連携
学校送迎時や支援者会議等で関係機関と情報提供を行います。
地域の公園や施設を利用し、集団活動を行います。

職員の質の向上
虐待防止及び身体拘束に関する研修、事故防止に関する研修、感染症に関
する研修、災害に関する研修、安全計画に関する研修、発達支援に関する
研修、その他スキルアップ研修等

支　援　内　容

   学校生活が円滑になるよう疲労に合わせて活動し、生活リズムをサポートします。
  　 ・クッキングを通しての食育　　　・時間やスケジュールに応じた行動の切り換え　　・生活習慣の形成や維持・改善

　　集団での運動、遊びを通して発達の土台を強固にする支援を行います。
　 　・視覚や聴覚、触覚を刺激するゲームやクイズ　 ・創作活動を通した手先の運動　　・体育館や公園等、広い場所での運動

本
人
支
援

　　集団活動での適切な行動形成を支援します。
　　　・ビジョントレーニング　　・天気、気温、日付の把握と確認による感覚や数の認知形成　　・スケジュールや時間の把握による認知形成

　　集団活動や個別活動を通じて表現する力を深める支援を行います。
　　　・言葉を用いたカードゲーム　　・生活の中で起こる事柄に対するロールプレイング　　・司会役や人前で発言、発表する機会を設けたソーシャルスキルトレーニング

　　他者とのつながりを大切にし、自己決定を促す支援を行います。
　　　・役割分担のある遊びなどの協同遊び　　・ルールの理解が必要な遊びや集団活動への参加　　・興味のある事や自分で選んだ活動への参加

支援方針
“できる”を育む
　　自分にあった環境で楽しく挑戦する事で、自己決定や成功体験を積み自尊心を育みます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 子ども第一の精神で支援します。

事業所名 チャイルドハート小郡 作成日支援プログラム（放課後等デイサービス）


